




























































表 1 動物実験施設での使用動物の種類と数の推移 (1日平均飼育頭数) (単位 :頭)
区 分 買年霊
昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和 昭 和
52年度 53年度 54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 諾年霊 収 容 能 力
SPFマウス 1,633 3,955 3,956 4,506 3,346 3,629 4,737 4,663 4,486 5,000
普 通 マ ウ ス 2,255 4,000 3,101 1,065 725 669 419 456 919 1,065 716 800
マ ウ ス 計 2,255 4,000 4,734 5,020 4,681 5,175 3,765 4,085 5,656 5,728 5,202 5,800
SPFラ ノト 120 1,790 2,755 3,118 2,840 2,713 3,284 3,767 3,215 3,700
普 通 ラ ッ ト 2,248 3,373 2,476 1,192 1,079 1,114 692 428 488 490 444 600
ラ ノ ト 計 2,248 3,373 2,596 2,982 3,834 4,232 3,532 3,141 3,772 4,257 3,659 4,300
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為一時供給停止
SPF動物の重要性は腎症候性出血熱対策のみなら
ず,最近の動物福祉の問題でもより良い動物を使
用することが強調され,さらに認識が高まりまし
た｡それからコンペ棟とSPF棟とを図1に示すよ
うに平面的に分けたのも立体的に分けるよりも利
点があったと思われます｡(ただし2回コンタミが
起きましたけれども)｡また,ウサギについても動
物福祉の点でイヌの使用が困難になりウサギに変
更されつつあり,最近満パイの状態が続いており
ます｡
第二に良かった点は機械室を広くまた,天井の
高さを高くとった点です｡日常のメンテナンスも
容易に出来ることばかりでなく,今回,空気調和
機,冷凍機,排風機等の取 り替えを行ないました
が非常にスムーズに行きました｡
空調について :省エネのため換気回数を12回に
したのは大失敗でしたO空調機暑削ま送風機の羽根,
熱交換機のフィンやダクト内のダンパー類の汚れ
や傷み等で,年々能率が低下し換気回数が減少し
ます｡正確に測定してはいませんが,使い始めの
頃の70-80%に低下しているように思われます｡
このため室内のアンモニア濃度も使用開始当時に
較べて高くなっています｡また,SPF動物室は高
性能フィルターを使用するので,フィルターの目
詰まりが起きると送風量が減り,室内の静圧が下
がるため室内の陽圧が保てなくなります｡室内の
陽圧を保つために,排気量を少なくしなければな
らなくなり,これがまた換気回数を減少させる原
因になっています｡最近インバーターで送風量を
一定にコントロール出来るようになりましたので,
今回の改修でこれを使用することにしました｡
良かった点は図2で示すように1次空調機と2
次空調機とが設けてあることです｡本来は1次空
調機である程度の空気を調和し,2次空調機で微
調整することになっていますが, 1次空調機が故
障や改修するときに2次空調機で空気調和し,ま
た,2次空調機が故障が改修するときに1次空調
機を使用出来ます｡つまりスペアの空調機の役割
をしてくれます｡今回,空調機の改修に当たって
改めてその利点の大きさを感じました｡
その他 -.オー トクレーブが大型であったこと,
エレベーターが大きいこと,排水口にトラップ着
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脱式の便器を使用したこと等が良い点として上げ
られます｡
2.トラブルについて
SPF動物室の汚染について :SPF動物室使用開
始後3年でセンダイウイルス病に汚染されました｡
実験中の動物を淘汰することなしに,一応排除出
来ましたが (その具体的な方法は ｢実験動物施設
の微生物コントロールとその実際,中川雅郎他編
著 清至書院｣を参照下さい),再びコンタミしま
した｡そこで手作りでクリー ンラックを作り,そ
れを使用することにしました｡以後6年間無事に
過ごしております｡気がゆるみかけておりますの
で,そろそろコンタミが起きるのではないかと心
配しております｡この手作 りのクリー ンラックは
送風機一台で2棚に送風しますので,2棚が1セ
ットになりますが,1セット14万円前後で出来ま
す (学生のアルバイト代も含めて)0
空調機の トラブルについて :SPF動物室の空調
機の加湿はモーターバルブが付いた二万弁で蒸気
を比例制御で送っています｡このモーターバルブ
の機械的な故障で二万弁が開いたままになり,こ
の蒸気が高性能フィルターをびしょ濡れにしたた
めに空気が通らなくなり,動物繁殖室が高温,多
堤,酸欠状態になり,朝出勤してみると,マウス,
ラットが全滅に近い状態になっていました｡私共
の施設は経費節減のために宿直を置いていないの
で,夜間の トラブルには全 く無防備です｡そこで
次善の策として次のような対策を立てました｡各
空調系統を代表する飼育室の異常温度,SPF動物
室の異常湿度,空調機の停止,冷凍機の異常停止,
火災報知機の火災報知,ディープフ7)-ザ-の温
度低下等の警報が鳴った場合に自動的に自宅に電
話が掛かるようにしました｡この装置は4チャン
ネルあり,例えば温度が異常の場合は ｢温度が異
常です｣,火災報知機が鳴った場合は｢火災報知機
が鳴っています｣等と電話が掛かるようになって
いて,どのようなトラブルが起きているかが解る
ようになっています｡通話先は3箇所で留守の時
は次の連絡先に掛かるようになっています｡ 1年
に数回電話が掛かっていますが,その多くは火災
の誤報や暖房用の蒸気バルブを誤って閉めた等の
人為的なミスなどです｡空調機の自動制御装置の
老朽化に伴い,空調機の トラブルが多発するよう
になりますので,毎日心配しております｡ このよ
うにい ろいろと対策を講じても思掛けないトラブ
ルが起きています｡それはディープフリー ザーの
ブレーカーが落ちて温度が低下しましたが,その
警報ブザーが充電式の乾電池になっていて,その
乾電池の寿命が来てしまっていたために警報が出
されずに,標本が全滅してしまった例もあります｡
このようなトラブルを完全に防ぐことは中々困難
です｡
以上紙数の関係で解 りにくい点が多かったと思
いますが,何れなんらかの機会に整理して発表し
たいと考えております｡
